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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　７月２６日　（土）

司会　市島　正江　　　　　　記録　小泉　彰　
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 千葉良Drへ金曜日・土曜日の朝に指示を頂く場合には、外来も控えている為、モーニングミーティング前に指示頂くようにして下さい。

· 精神療法実施表の日付けの記入と、カルテの入院精神療法実施記録の看護欄のチェック漏れがあるため、記入漏れがないように確認していきましょう。また、診察についたスタッフは、自分のところだけではなく、前の記録も確認していくよう心掛けていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 蛯名　勝幸様…ご家族より外泊の希望あり、７/27（日）９時～7/28（月）17時

まで許可となっています。

· 滝澤　久江様…ご家族面会にこられ、お盆の外出泊について確認しています。ご　　　

家族より、外出のみ可能だが、日時についてはご家族で相談後に電話を頂けるとの事です。

· 佐々木　淳様…ご家族面会にこられ、左手の現在の状況とリハビリの進行状況を　　

伝えています。また、お盆の外泊については、来週に面会にきた時に記入するとのことですので、面会時には忘れずに記入して頂いて下さい。

＜患者様の情報＞

· 五日市　規様…最近話を聞きづらいことがあり、介入しています。介入した際に

は、話しづらい・舌が動きづらい・舌が太った感じがするなど違和感を訴えています。話しにくくなった事に関しては、話をしなくなったことによる、かくぜつの悪さも考えられ、話している最中には口渇もみられています。また、薬の副作用も考えられるため、診察時には主治医へも情報提供していきましょう。他者やスタッフへの話をするときには、はっきり話すようアドバイスしています。アドバイス後は、はっきり話すよう心掛けている様子見られています。

· 滝田　英人様…本日レストランでの食事中・SSTでの居眠りがみられています。

介入時には、日課への支障がでていることを振り返っていただくと、「わかっている・いちいちうるさいって」と怒っており、１時から７時まで寝たけど眠い状態で、不安定だからわかっているとも話されています。声をかけてほしい・起こしてほしいなど、依存的となることがあります。

依存的となる患者様の中には、甘えることが充分に満たされないままで成長し、大人になり出現することがあります。そのため、今は見守っているということが分かる関わりも必要となってきます。滝田様の場合には、関わりをもつことにより表情にも明るさがみられています。介入には怒る可能性がありますが、声掛けし関わりをもっていきましょう。

· 駒木　洋士様…下痢のため下剤を抜いて様子観察しています。この状態が続くよ

うであれば、定期薬から下剤を除剤していく方向で、情報提供していきましょう。そのため、排便の状態と下痢による脱水症の危険も考えて、身体症状も観察していきましょう。

· 蛯名　勝幸様…先週の外泊時に、御家族様と今後について話し合っていますが、　

息子様より「退院したら、贅沢し、また病状崩してすぐ入院だ」という事や、奥様より「息子が卒業するまで入院をしていてほしい」ことを聞き、ショックだったとのこと。御家族の考えをきいたことで、今後の本人様の方向として、｢病院に飽きたから青山荘に行きたい｣との発言も聞かれています。青山荘でどのような訓練がしたいのか問うも特になく、ただ単に退院できないからといったことで決めている様子がみられています。

　　　　　　　　　スタッフと話し合いの中で、今後は退院できたら働きたい気持ちは持っている。しかし、仕事が決まるまでは、家に何もしないでいることに対して不安に思い、それよりだったら、就労訓練をうけてみたいと話されています。本人様のなかでは、ご家族と意見が違い、今後の方向で悩んでおり、今回の外泊時にもご家族と話し合いをしてくるとの事です。主治医診察時には、頭がボーっとしていて、考えがまとまらなかったとのことで、次回の診察で自分から、今後について話していきたいと話しています。

外泊より帰ってこられると、状態が悪くなる事（臥床していること）を振り返って頂き、まず自分の外泊後の症状について少しでも理解がもてるようかかわりをもっていきましょう。

· 飯豊　信雄様…認知力の低下があり、現段階では日課以外で何か実施する２時間　

前に、スタッフは声掛けし介入しています。金銭管理については、洗濯代・お菓子・タバコなど分けて使う事ができ、無駄遣いはみられません。しかし、計算したものをノートに記載することは、時間を要し、間違えることもあります。現在の訓練としては、単独での外出を予定しています。主治医より、単独の外出の許可となり、御家族様も了承されています。

今後は朝から伝える様にし、伝えたことを覚えており行動できているか、認知力を把握していきましょう。朝に伝える様にすることにより、患者様の都合にあわせ看護もできていきます。

















































